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謹
賀

新
年

新年のごあいさつ
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
希
望
に
満
ち
た
令
和
二
年
の
新
春

を
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
山
村
議
会
は
、
昨
年
12
月
の
村
議
会

議
員
選
挙
に
よ
り
、
現
職
３
名
、
新
議
員

２
名
の
議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
５
名

の
議
員
と
い
う
の
は
沖
縄
県
北
大
東
村
と

並
び
、
全
国
最
小
規
模
の
村
議
会
と
な
り
、

採
決
で
ギ
リ
ギ
リ
多
数
決
が
諮
ら
れ
る
議

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
小
規
模
の
議
会
で
あ
り
ま
す
が
、
新

し
く
２
名
の
議
員
も
加
わ
り
、
令
和
元
年

と
い
う
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ

し
い
議
会
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
令
和
元
年
を
振
り
返
る

と
、
関
東
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
台
風
に

よ
る
大
洪
水
、
ま
た
、
沖
縄
の
首
里
城
が

全
焼
す
る
と
い
う
大
火
災
な
ど
次
々
と
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
な
い
災
害
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
当
村
に
お
き
ま
し
て
も
改
め
て
災

害
に
強
い
む
ら
づ
く
り
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

反
対
に
良
い
面
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年

の
終
わ
り
に
、
外
国
人
向
け
情
報
サ
イ
ト

の
観
光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
熊
野
地
方
」

が
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
仁
坂
和

歌
山
県
知
事
は
、「
多
く
の
観
光
客
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
さ
ら
に
努
力

し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
観
光
振
興
を
図
っ
て
い

く
当
村
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
熊
野
地
方
の
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
観
光
筏
下

り
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ
ら
な
る

情
報
発
信
を
お
こ
な
い
、
多
く
の
観

光
客
に
き
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
奥
瀞

道
路
Ⅲ
期
工
事
は
、
住
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
の
た
め
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
客
の
増
加
に
は
道
路
状
況
の
利

便
性
が
大
き
く
左
右
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
早
期
完
成
、
供
用
開
始
に
向

け
て
、
執
行
部
と
と
も
に
取
り
組
ん

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和

初
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

30
年
続
い
た
「
平
成
」
の
時
代
が
終
わ
り
、

昨
年
5
月
よ
り
新
元
号
「
令
和
」
の
時
代
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
も
振
り
返
る
と
様
々
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
数
十
年
に
一
度
の
非
常

事
態
と
も
称
さ
れ
る
、
災
害
警
戒
レ
ベ
ル
５

に
至
る
暴
風
や
台
風
の
頻
発
、
日
本
が
誇
る

文
化
の
一
つ
と
な
っ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制

作
の
先
駆
け
で
あ
る
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
放
火
殺
人
、
復
元
さ
れ
た
ば
か
り
の
首
里

城
の
消
失
。
国
政
と
い
え
ば
、
徴
用
工
問
題

に
端
を
発
す
る
日
韓
関
係
の
悪
化
、
毎
月
勤

労
統
計
で
の
不
適
切
な
調
査
処
理
な
ど
、
暗

い
話
題
に
目
を
向
け
れ
ば
、
き
り
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
年
で
し
た
。
一
方
で
、
明
る

い
話
題
も
同
様
に
多
か
っ
た
一
年
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
界
で
は
、
数
々
の
選
手
が
世
界
で
、

今
年
開
幕
と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

む
け
て
非
常
に
期
待
が
高
ま
る
活
躍
ぶ
り

を
見
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ラ
グ
ビ
ー
日
本

代
表
の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
吉
野
彰
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
の
受
賞
や
、
探
査
機
は
や
ぶ
さ
２
の
小

惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
で
の
活
躍
、
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
撮
影
に
成
功
す
る
な
ど
、
科
学

方
面
で
の
華
々
し
い
成
果
が
多
い
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
た
令
和
と
い
う
時
代
の
幕
開
け
に
ふ

さ
わ
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
や
伝

統
が
、
廃
れ
失
わ
れ
て
い
く
一
方
で
、
そ

れ
ら
を
守
り
育
て
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と

努
力
す
る
人
々
が
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し

て
一
つ
の
時
代
が
紡
が
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
々
様
々
な
出
来
事
・

事
件
が
起
こ
り
、
今
日
起
き
た
こ
と
が
明

日
に
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
忙
し
な
い
時
代
に
、
そ
れ
ら
を
守
り

育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
や
も
す
る
と

困
難
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
日
を
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
先
達
の
育
ん
で
き
た
も
の
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
は
後
世
に
対
す
る
義

務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

北
山
村
に
と
っ
て
、
守
り
育
て
、
発
展

さ
せ
て
い
く
べ
き
は
「
じ
ゃ
ば
ら
」
と

「
筏
」、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
皆
様
の
暮
ら

し
そ
の
も
の
で
す
。

　

じ
ゃ
ば
ら
事
業
の
民
営
化
、
新
た
な
加

工
場
の
新
設
、
引
き
続
い
て
い
る
奥
瀞
道

路
Ⅲ
期
工
事
な
ど
、
令
和
の
幕
開
け
と
と

も
に
北
山
村
は
大
き
な
変
革
の
時
を
迎
え

ま
す
。
村
政
百
三
十
一
年
目
と
な
る
今
年

も
、
村
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
皆
様

が
明
る
く
輝
け
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

村
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。「O

N
E TEAM

」
の
精
神
で
何
卒

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
の
皆
様
の
御
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

北山村長

　　山口　賢二

北山村議会議長

　　久保　隆俊

当選証書をうけとる新議員の皆さま

主
な
構
成

議　

長　
　
　
　
　

久
保　

隆
俊

副
議
長　
　
　
　
　

久
保　

學

総
務
建
設

常
任
委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　

久
保　

學

副
委
員
長　
　
　
　

藪
本　

英
明

議
会
運
営

委
員
会

委
員
長　
　
　
　
　

前
岡　

武
津
雄

副
委
員
長　
　
　
　

山
口　

廣
一
郎

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
じ
ゃ
ば
ら
事
業
の
民
営
化
や

じ
ゃ
ば
ら
加
工
場
の
建
設
、
お
く
と
ろ

温
泉
の
民
営
化
な
ど
、
今
後
協
議
を
進

め
て
い
き
、
村
政
発
展
を
進
め
て
い
く

転
換
期
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
も
大
切
な
の
は
住
民
生
活
で
あ
り
、

そ
の
基
本
と
な
る
福
祉
、
人
権
、
医
療

の
充
実
と
防
災
対
策
の
充
実
。
ま
た
、

教
育
環
境
の
充
実
と
子
育
て
支
援
の
応

援
な
ど
、
執
行
部
並
び
に
議
会
議
員
が

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
安
心
、
安
全
な

村
づ
く
り
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

健
康
で
、
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
て
、

議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
い

た
し
ま
す
。
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th

１．　開
式

２．　国 歌 斉 唱
３．　村 長 式 辞
４．　県 知 事 祝 辞
５．　功 労 者 表 彰

記念講演

「どうなる日本！
　政治経済の未来を見通すには」

６．　受 賞 者 代 表 謝 辞
７．　来 賓 祝 辞
８．　来 賓 紹 介
９．　祝 電 披 露
10．  閉

式

【 自 治 功 労 者 】　奥田　貢　・　福村　尚　・　道前　昭三　・　矢口　信弘
　　　　　　　      　佐古　守　・　川邉　紘光　・　亀田　剛　・　谷口　壽雄　
　　　　　　　      　中家　一　・　藪本　英明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 教 育 功 労 者 】  屋敷　善一　・　下山　美穂　・　谷口　壽雄　　　　　　　　      ｺﾉﾘｰ ﾅｲﾙ　・　松本　順吉

【社会福祉医療功労者】　貫井　卓逸　・　福本　辿　・　佐古　隆巳　・　東 雄次
　　　　　　　　　　　中瀬古　武雄　・　久保　隆俊　・　更家　正也　・　松本　博臣【商工農林産業功労者】　大和田　隆栄　・　山本　弘　・　貫井　卓逸
　　　　　　　　　　　亀田　芳雄　・　佐古　隆巳　・　矢口　信弘

【消防防災功労者】　屋敷　善一　・　中瀬古　武雄  

功労表彰者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北 山 村 村 政 １ ３ ０ 周 年 を 迎 え て

北 山 村 制 １ ３ ０ 周 年 を 迎 え て
祝

北山村議会議長　久保　學

して、この１３０周年を迎えることができているのです。　和歌山県の飛び地であるこの小さな村でも、村営住宅が建ち並び、インフラが整
備され、じゃばら加工品が日本中に届けられるなど、時代の流れとともに村の情勢
は大きく変わりました。以前は「１０年一昔」といっていましたが、インターネッ
ト社会、ＡＩ社会となり時代が変わるスピードが格段に速くなり、１年、１か月で
大きく時代が変化します。私たちはこの時代の変化のスピードに対応しなければい
けません。この時代の変化に対応し、村民と一丸となって知恵を出し合い村制を構
築することが私たちの使命だと、令和元年という記念すべき新しい時代の始まりに
誓います。この下の欄にこれからの村制を担っていく若者の希望に満ちた思いが力
強く語られています。議会も村民の皆さんと一緒に努力して参りたいと思います。
　最後に村の発展にご協力いただきました方々、国、県をはじめ各関係機関の皆様
にお礼を申し上げますとともに今後とも深いご理解とご協力を切にお願い申し上
げ、ご挨拶といたします。

　村制１３０周年記念にあたり議会を代表してご挨拶いたします。　本年、私たちが暮らす北山村は明治２２年の町村制の制定により、七色村、竹原村、大沼村、下尾井村、小松村

が合併して北山村と改称して以来、１３０周年の節目を迎えます。人生６０年を過ぎた私を含め多くの村民は、そ

の歴史の半分も体験していませんし、現在の村の形が、先人の知恵、努力の上に成り立っていることを忘れずに改

めて心から先人のご努力に敬意を表します。特に、危険をおかして河口まで木材を運んだ筏師、それを現在の観光

事業の中心として筏下りを運航してきた方々。１本のじゃばらの原木から接ぎ木で苗を増やし、村を支える産業に

まで育てられた方々。現在は林業不況ですが、村の９８％が山林の北山村で林業により国土を守ってきた人々。そ

のような人々のご努力があったからこそ、平成の大合併の流れの中で単独の村制を守り、和歌山県下で唯一の村と

　村制 130 周年おめでとうございます。北山村は僕のような他地域出身の若者でも優しく受け入れてくれる懐の深い地域だと思います。若者を受け入れてくれたり、筏を観光筏下りに変えたりしてしまうよう柔軟さが、北山村の 130 年を支えてきたのではないかと思います。
　北山村青年会は村の若者が集まり、夏祭りや秋祭りを運営しています。これからの村を支えていく若者の一人として、青年会の仲間たちと村の更なる発展のために邁進してまいります。

　令和元年の本年、この北山
村が村制１３０周年を迎えら
れたことを心よりお慶び申し
上げます。北山村で育った私
がこの故郷に戻り、大沼郵便
局で働き始めたのが平成２１
年、それからもう１０年にな
ります。改めて月日が経つの
は早いものだと実感していま
す。大沼郵便局が開局したの
は今から１３９年前の明治
１３年５月１６日のことで
す。わが国の郵政事業の創業
が明治４年のことですから、
北山村には比較的早い段階で

青
年
会
長

　
小
林

　
賢
司
さ
ん

大沼郵便局長
　山本　亮さん

郵便網が敷かれていたことがわかります。まさに、大沼郵便局は北山村と共に、地域住民の皆さまに支えられてその歴史を歩んできたことを思うと、大変感慨深いものがあります。　これからも私たちの故郷北山村がその独自性をを発揮し、ますます発展することを願うと共に、郵便局として、また、一地元住民として、その一翼を担っていければと思っております。

　村制 130 周年記念にあたり、村長として一言ご挨拶申し上げます。　明治 22 年から 130 年の長きに渡り、単独の村として存続してきたこと、そして
本日このように記念式典を盛大に挙行できましたことは、まさに望外の喜びでありま
す。これもひとえに村民の皆様、また、各方面より御指導御鞭撻を賜りながら、村を
支えて頂ける皆様のおかげであり、衷心より感謝申し上げる次第です。　さて、村制を振り返るにあたり『北山村史』を紐解きますと、北山村は明治 22 年
4 月 1 日に和歌山県の飛地の村として誕生いたしました。以後、七色ダム・小森ダム
の完成、奥瀞道路をはじめとする主要道路の開通といった村を取り巻く環境の多大な
変化を乗り越え、和歌山県唯一の村として、今日に至るまで存続してきました。それ
ぞれの時代の困難と闘い、村を守り継いでいこうとする強い意志の元、村のために身
を粉にしてきた先人達の尽力に、誠に敬意を表するばかりであります。　現代の日本は、世界でも過去に類を見ないほど困難な時代を迎えています。戦後復
興を果たし、高度成長期といわれた時代は終わり、人口減少・経済の低成長をはじめ
とする諸問題に立ち向かわなければなりません。村の課題は今や日本全国の地域が抱
える問題となっています。国や県、関係機関の皆様はもちろん、周辺地域の皆様とも
協力し、ともにこの困難な時代を乗り切っていこうではありませんか。これからの北
山村の新たな歴史を刻んで行くのは今を生きる私達です。令和という新しい時代の幕
開けとともに、村を守り育てていく決意を改めてここに表明いたします。　最後になりますが、これまで村の発展にご尽力いただきました方々、国や県をはじ
め、関係機関の皆様に改めて御礼を申し上げますとともに今後とも何卒ご理解ご協力
を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

北山村長　山口　賢二

　私は 8 年前、結婚
を機に夫婦で移住して
きて今では五人家族
になりました。人口
５００人に満たないこ
の村での子育ては、都
会にはない魅力があり
ます。村内で顔見知り
の人が多かったり、交
通量は少ない、身近に
感じられる四季折々の
自然。そして行政の手
厚い子育て・教育支援。
もちろん買い物や医療
機関が遠い等、田舎な
らではの不便さはあり
ますが、それでもこの

　村制１３０周年記念おめでとうございます。私が北山村に住み始めてから９年が過ぎました。初めて来たときは、筏の練習や仕事の人達との付き合いしかありませんでしたが、半年ぐらい経つと村に住んでいる方々と知り合いになり、青年会、消防団活動など村との繋がりが深くなっていくのを感じました。村での学び、経験することは人生を変えるものばかりでした。　このような経験は筏の技術と同じように古くからあるものを後継していくことで１３０年という長い歴史を作り出したと感じました。私も来年には父親になりますが、子供にも同じように村でいろんな事を学んで欲しいと思います。

８年の間に村の保育所が満員になる程子供が増えた事は、少なからずこの魅力のおかげではないでしょうか。　これからも子供達の成長と北山村の発展を楽しみに、日々過ごしていきたいです。

主婦
　所　容子さん

筏
師

　
杉
本

　
悠
太
さ
ん

　　北山村制１３０周年記念式典
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１３０周年
記念式典次第

オープニングセレモニー
　　　「 北 山 音 頭 」 ： 北山村シニアクラブ

北
山
村
130
年
の
歩
み

　
　
　
　
　
　

北
山
村
が
誕
生
し
て
か
ら
の

百
三
十
年
の
歴
史
を
年
表
と
当

時
の
写
真
を
見
な
が
ら
振
り
返

り
、
最
後
は
北
山
小
学
校
の
児

童
に

「
私
が
大
人
に
な
っ
た
時
の

北
山
村
」
を
テ
ー
マ
に
絵
と
一
言

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

完成当時の役場

旧北山村小学校と旧国道

当時の下尾井地区の航空写真

旧北山村中学校の航空写真

村制百周年記念式典の様子と記念石碑

奥瀞道路Ⅰ期開通式及び東野トンネル貫通記念

169 号下尾井バイパス開通式

紀伊半島大水害の様子

奥瀞道路Ⅱ期開通式

観光筏下り乗客数
　　２０万人突破記念式

奥瀞道路Ⅲ期起工式

現在の下尾井地区の航空写真

明
治

２２
年
４
月

　
　
町
村
制
の
制
定
に
依
り
七
色
村
、
竹
原
村
、
大
沼
村

　
　
　
　
　
　
　
　
下
尾
井
村
、
小
松
村
を
合
併
し
て
北
山
村
と
改
称
、

　
　
　
　
　
　
　
　
村
制
を
施
行
す
る

４０
年
４
月

　
　
筏
師(

70
人)

鴨
緑
江
に
出
稼
ぎ
に
で
る

大
正

５
年
３
月

　
　
北
山
村
役
場
を
大
沼
42
番
地
に
設
置
す
る

昭
和

１４
年
２
月

　
　
大
沼
地
区
に
電
話
開
通

２２
年
４
月

　
　
北
山
村
消
防
団
発
足

　
　
　
５
月

　
　
北
山
中
学
校
開
校

２６
年
６
月

　
　
小
松
橋
完
成

　
　
　
１２
月

　
　
大
沼
大
橋
吊
橋
完
成

３３
年
６
月

　
　
広
報

「き
た
や
ま
」
第
１
号
発
行

３４
年
９
月

　
　
伊
勢
湾
台
風
襲
来
大
洪
水
に
よ
り
被
害
大

４０
年
９
月

　
　
七
色
ダ
ム
完
成

　
　

  

　
　
１０
月

　
　
小
森
ダ
ム
完
成

４１
年
７
月

　
　
役
場
庁
舎
完
成

　
　
　
８
月

　
　
村
民
会
館
完
成

５０
年
２
月

　
　
下
尾
井
上
瀞
橋
完
成

　
　
　
３
月

　
　
北
山
中
学
校
新
校
舎
完
成

５４
年
８
月

　
　
北
山
川
観
光
筏
下
り
正
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
運
輸
省
海
運
局
よ
り
認
可
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
筏
下
り
オ
ー
プ
ン

５５
年
５
月

　
　
筏
セ
ン
タ
ー
、
林
業
セ
ン
タ
ー
完
成

５７
年
１０
月

　
　
じ
ゃ
ば
ら
集
出
荷
作
業
場
完
成

５９
年
１０
月

　
　
国
道
169
号
建
設
省
直
轄
工
事
奥
瀞
道
路
起
工
式

６１
年
３
月

　
　
じ
ゃ
ば
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
造
成
工
事
及
び
じ
ゃ
ば
ら
の    

植
え
付
け
完
成(

面
積
１０ 

ha
、
苗
木
一
万
二
千
本)

7
月

　
　
第
１
回
北
山
村
主
催
筏
ま
つ
り
開
催

　
　
　
１１
月

　
　
建
設
省
直
轄
工
事
奥
瀞
道
路
小
松
ト
ン
ネ
ル
工
事
起

　
　
　
　
　
　
　
　
工
式(

６３
年
３
月
貫
通
式)

６３
年
１１
月

　
　
じ
ゃ
ば
ら
加
工
施
設
完
成

平
成

２
年
２
月

　
　
村
制
百
周
年
記
念
行
事

３
年
７
月

　
　
国
道
169
号

　
東
野
ト
ン
ネ
ル
貫
通

４
年
８
月

　
　
お
く
と
ろ
公
園
竣
工
式

６
年
７
月

　
　
温
泉
湧
出

　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
リ
ゾ
ー
ト
博
開
催

７
年
１２
月

　
　
第
１
回

　
来
て
た
も
れ
祭
開
催

８
年
７
月

　
　
奥
瀞
道
路
開
催
記
念
事
業

「都
は
る
み
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
来
客
数
七
千
人

　
　

８
月

　
　
国
道
169
号
奥
瀞
道
路
開
通
式
が
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
と
ろ
温
泉
き
た
や
ま
オ
ー
プ
ン

９
年
３
月

　
　
第
５
回

「美
し
い
日
本
の
む
ら
の
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
部
門
で

「伝
統
の
技
を
今
に
伝
え
る 

筏
下
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
が
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

８
月

　
　
北
山
村
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
設
立

１１
月

　
　
地
方
自
治
法
施
行
５０
周
年
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
大
臣
表
彰
受
賞

（団
体
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
ふ
る
さ
と
建
築
景
観
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
「お
く
と
ろ
温
泉
受
賞
」

１１
年
４
月

　
　
北
山
保
育
所
完
成

１２
年
２
月

　
　
国
道
169
号
下
尾
井
バ
イ
パ
ス
開
通

１３
年
８
月

　
　
観
光
筏
下
り
乗
客
数
10
万
人
突
破

１５
年
２
月

　
　
合
併
意
向
調
査
の
実
施

３
月

　
　
北
山
村
議
会
で
の
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
の
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
新
宮
市.

熊
野
川
町.

北
山
村
合
併
協
議
会
の
調
印

１１
月

　
　
不
動
バ
イ
パ
ス
開
通

１６
年
７
月

　
　
「新
宮
市
・
熊
野
川
町
合
併
協
議
会
」
離
脱

　
　
　
　
　
　
　
　
単
独
村
制
継
続
へ

１８
年
１２
月

　
　
じ
ゃ
ば
ら
関
連
商
品
の
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク
制
始
ま
る

１９
年
３
月

　
　
北
山
小
学
校
新
校
舎
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
初
の
自
治
体
運
営
ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
「北
山
ブ
ロ
グ(

村
ぶ
ろ)

」
ス
タ
ー
ト

１１
月

　
　
日
系
MJ
賞
授
賞
式(

新
潟
市)

２０
年
１
月

　
　
保
育
園
・
小
中
学
校
で
英
会
話
教
室
が
始
ま
る

２０
年
７
月

　
　
観
光
筏
下
り
乗
客
数
15
万
人
突
破

２２
年
４
月

　
　
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
料
の
無
料
化

８
月

　
　
中
学
生
が
語
学
研
修
を
兼
ね
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
二

　
　
　
　
　
　
　
　
週
間
の
修
学
旅
行

１２
月

　
　
「村
ぶ
ろ
」
が
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

２３
年
５
月

　
　
お
く
と
ろ
温
泉
オ
ー
プ
ン

（リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

９
月

　
　
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ
る
小
松
橋
流
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
土
砂
災
害
・
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害

１１
月

　
　
第
１
回
じ
ゃ
ば
ら
収
穫
祭
開
催

２４
年
４
月

　
　
北
山
振
興
株
式
会
社
設
立

１２
月

　
　
水
都
大
阪
フ
ェ
ス

　
観
光
筏
が
大
阪
の
川
を
下
る

２５
年
７
月

　
　
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
じ
ゃ
ば
ら
屋
オ
ー
プ
ン

　
　
　
１１
月

　
　
東
光
寺
が
国
の
文
化
財
に
登
録

２６
年
２
月

　
　
筏
流
し
が
北
山
村
の
無
形
文
化
財
に
登
録

２７
年
３
月

　
　
筏
流
し
が
和
歌
山
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

９
月

　
　
国
道
169
号
奥
瀞
道
路
Ⅱ
期
区
間
開
通

　
　
　
１０
月

　
　
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
会
開
催

２８
年
４
月

　
　
国
道
169
号
奥
瀞
道
路
Ⅲ
期
区
間
事
業
化

　
　
　
　
　
　

２９
年
７
月

　
　
観
光
筏
下
り
乗
客
数
20
万
人
突
破

　
　
　
１１
月

　
　
国
道
169
号
奥
瀞
道
路
Ⅲ
期
起
工
式

令
和

元
年
１０
月

　
　
村
制
百
三
十
周
年
記
念
式
典

少しいけばだいしぜんがあじわえるモノレールなどかわったじどう車がある。海が近くにある。こうそくどうろがある。水がカラフルになるプールがある。

わたしが、大きくなるまでにお店や
学校をふやしたいです。村の人数を
ふやしたり、おしごとしたりする会
社をつくったりしたいです。

子どもがたのし
めるだがし屋や

、ア

トラクションコ
ーナーがあった

り、

４Dで観れる映画
かんがあったら

い

いと思います。
動物が出てきて

事故

がないように動
物よけのブザー

が

あったらいいと思
います。

わたしは大きくなったら、お店やさ
んになりたいです。そこでいろいろ
なものをいーっぱいうりたいです。

いろんな種類の猫を集めて

猫カフェを作りたい。

わたしは、おおきくなってどうぶつ

園のしいくいんになるから、どうぶ

つ園があったらいいなー。

なないろのみちをひろげる。

ショッピングモールや、タピオカ屋

とかウォーターパークとか空こうと

か大阪と一直線につながっている高

速道路とか作ったらいいと思います。

きんき地方には空港がちょっとしか
無いから、北山村に空港を作る。空
港の近くに水族館とか、じゃばらの
しゅうかく体験が出来るしせつを作
る。自然を活かして森の中にアスレ
チックを作る。

何でもある店でその下にみんながす
める所がいっぱいあって、こうえん
がいっぱいある。

パソコンをつかうかいしゃができた
らいいな。パソコンでひこうきをい
ろいろつくるかいしゃ。

まちになったらいいな。

わたしが大きくな
っても今までの学

校

があったらなー！
りゆうは、今の学

校

はたのしいからず
ーとあってほしい

。

そして
　これからの北山村

いえをつくってに
ぎやかにする。

遊び場をふやす、遊園地をたてる

車が通る道のはばを広くする、村に

ガソリンスタンドをたてる。ホテル

をもっと大きくたてる、大きい店を

たてる。町っぽくする。

つりとおんせん
とウォータース

ライ

ダーがセットでで
きる。

電車が通ってビルがいっぱいで徒歩
でスーパーに行ける村がいいと思い
ます。

ガソリンスタンドをたて

る、いまはとおくまで入れ

にいかなきゃだめだから。

ショッピングモールがほしい。でも

村は村のままがいい。

どらえ
もんの

かたち
のバス

で、

きたやま
むらから

とおくの
まち

までいき
たいです

。バスて
いも、

どらえも
んのかた

ちがいい
な。

紀の国わかや
ま

国
体

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

　

【
教
育
功
労
者
】

　

教
育
委
員
や
教
育
事
業
に
10
年
以
上
携
わ
り
教
育
又

は
学
術
の
振
興
に
貢
献
し
た
方

　
　

屋
敷　

善
一　
　
　
　

下
山　

美
穂

　
　

谷
口　

寿
雄　
　
　
　

コ
ノ
リ
ー
ナ
イ
ル

　
　

松
本　

順
吉

　

【
社
会
福
祉
医
療
功
労
者
】

　

民
生
委
員
や
人
権
擁
護
委
員
な
ど
10
年
以
上
務
め
社

会
福
祉
の
増
進
、
保
健
衛
生
の
向
上
又
は
健
康
増
進
に

貢
献
し
た
方

　
　

貫
井　

卓
逸　
　
　
　

福
本　

辿

　
　

佐
古　

隆
己　
　
　
　

東　
　

雄
次

　
　

中
瀬
古
武
雄　
　
　
　

久
保　

隆
俊

　
　

更
家　

正
也　
　
　
　

松
本　

博
臣

　

【
商
工
農
林
産
業
功
労
者
】

　

産
業
に
関
わ
る
役
職
を
10
年
以
上
務
め
商
工
観
光
産

業
又
は
農
林
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
方

　
　

大
和
田
隆
栄　
　
　
　

山
本　

弘

　
　

貫
井　

卓
逸　
　
　
　

亀
田　

芳
雄

　
　

佐
古　

隆
己　
　
　
　

矢
口　

信
弘

　

【
消
防
防
災
功
労
者
】

　

消
防
団
の
要
職
に
10
年
以
上
就
か
れ
地
域
防
災
又
は

生
活
安
全
の
向
上
に
貢
献
し
た
方

　
　

屋
敷　

善
一　
　
　
　

中
瀬
古
武
雄

オープニングセレモニーの「北山音頭」村制１３０周年記念パンフレット（表）
村制１３０周年記念パンフレット（裏）

　

10
月
27
日
、
村
民
会
館
に
お
い
て
、「
村
制
百
三
十

周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県

知
事
・
二
階
俊
博
氏
・
鶴
保
庸
介
氏
・
浮
島
と
も
子
氏

を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
来
賓
の
方
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
北
山
村
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
北
山
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
、
式
典
後

に
は
辛
坊
治
郎
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
ど
う
な
る
日

本
！
政
治
経
済
の
未
来
を
見
通
す
に
は
」
と
題
し
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
村
制
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
に

敬
意
を
表
し
、
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
村
村
制
の
振
興
、
産
業
の
振
興
、

文
化
の
向
上
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
多
大
な

功
労
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
各
分
野
ご

と
に
表
彰
の
内
容
と
表
彰
者
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

【
自
治
功
労
者
】

　

村
長
や
村
会
議
員
な
ど
、
村
の
要
職
を
通
算
10
年
以

上
務
め
村
制
の
推
進
、
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
た
方

　
　

奥
田　

貢　
　
　
　
　

福
村　

尚

　
　

道
前　

昭
三　
　
　
　

矢
口　

信
弘

　
　

佐
古　

守　
　
　
　
　

川
邉　

紘
光　
　
　

　
　

亀
田　

剛　
　
　
　
　

谷
口　

寿
雄

　
　

中
家　

一　
　
　
　
　

藪
本　

英
明

　

１　村長による式辞　

２・３・４・５　仁坂和歌山県知事・二階俊博氏・鶴保庸介氏・浮島とも子氏

による祝辞　

６　辛坊治郎氏による記念講演

７　司会進行を務めていただいた北山村出身の山口富士夫アナウンサー

８　受賞者代表の奥田貢氏による謝辞

９・１０　村長から表彰状を受け取る受賞者

１１　式典会場の様子

３

７

５

８

６

９

２ １４

１１ １０
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グ ラウンドゴルフ村長杯

　下尾井おくとろ公園でグラウンドゴルフ村長杯

が行われ、 寒空の下、 約２０名の方々が参加

しました。 山口村長もグラウンドゴルフを村民と

一緒に楽しみながらプレーしました。 寒さを吹き

飛ばすかのような白熱した大会で、 参加者が

ホールインワンを決めた瞬間、 会場は歓喜の渦

に巻き込まれました。 接戦の中、 優勝したのは

大沼の更家正也さんでした。

福 祉のげんき祭

12/8

12/6

　高齢者福祉センターで 「福祉のげんき祭」 が行われました。

屋外では焼き鳥・さつまいもスティックの販売やフリーマーケット・

ゲームコーナーもあり、 また、 介護用品の販売や展示等が行

われました。 屋内では村内の人が手作りした手芸品等が展示さ

せており、 毎年恒例の健康カレーはみなさん美味しそうに試食

されていました。 また、 今年は落語家の日向亭葵さんにお越し

いただき落語を披露していただきました。
　北山村消防団による年末警戒が行われました。

初日は女性団員による高齢者宅への火の元の注意

の電話が行われました。 また消防団長と村長が各

分団を周り、 激励の言葉を述べました。 その後各

分団員が地区内を周り住民への注意喚起を行いま

した。

　高齢者福祉センターにおいてクリスマス会が開催されました。

　保育園児・小中学生による歌 ・ダンスがクリスマス会に来た参加者に披露されました。

また、 保育園児にはサンタクロースからのプレゼントが手渡されました。 また、 社協の女

性職員による尻相撲大会では参加者が誰が優勝するかを予想して、 見事予想が的中

した参加者には景品が贈られました。 その後、 職員による 「金色夜叉」 の劇が披露さ

れ参加者を楽しませました。 最後には抽選会が行われ、 来ていただいた全員にクリスマ

スプレゼントとして手渡されました。

長 寿の御祝い

12/18

社 協クリスマス会

12/20

年 末警戒

12/27・28

　北山村生活支援ハウスに入所している浦畑八千代さんが１２

月１８日に１００歳の誕生日を迎え、 村長から祝い品と賞状が贈

られました。 村においては１００歳を迎えたのは１３年ぶりです。

祝い品のリクライニングチェアーと電気毛布を受け取った浦畑さ

んは喜びの表情と共に感謝の気持ちを述べました。

出 初式

1/4

　北山村消防出初式が下尾井

グラウンドにて開催され、 村の

防災活動に尽力した消防団員

を表彰し、 式典ではグラウンド

において一斉放水を行い村に

おいての防災力向上の重要性

などを再確認しました。 式典に

は５０名の消防団員が参加しま

した。 村長は 「村民が安全で

安心して暮らせる北山村の実

現のために、 より一層のご尽力

をお願いします。」 と式辞を述

べました。
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北
山
村
の子
ど
も
た
ち

じ
ゃ
ば
ら
収
穫
体
験

交
通
安
全
教
室

学
習
発
表
会
・
文
化
祭

保
育
所
発
表
会

保
育
所
ク
リ
ス
マ
ス
会

こ
ど
も
ク
ラ
ブ 

ク
リ
ス
マ
ス
会

ふ
れ
あ
い
収
穫
祭



北山先生 ・ 山﨑保健師の

　　　  健　康　講　座
Health Course
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骨粗鬆症増加中！？
　　　齢化の進む日本では骨粗鬆症（こつそしょうし

　　　ょう）の患者さんが増加傾向にあります。骨粗

鬆症とは骨の量が減ってスカスカになり、骨折を起こ

しやすくなっている状態のことです。高血圧症や高脂

血症が無症状のうちに動脈硬化を進行させて脳梗塞や

心筋梗塞を引き起こすように、骨粗鬆症も多くは無症

状のまま進行して骨折の原因となります。加齢は骨粗

鬆症の主要因のひとつです。その他、閉経後の女性は

女性ホルモンの減少により骨粗鬆症が悪化することが

しばしばあります。

高

　 ちょっとした日常動作が原因で！

　健常な人でも激しい衝撃を受けて骨折することは

ありますが、骨粗鬆症では立った姿勢の高さから転

倒して骨折したり、手をついたり腰をかがめたりと

いった、ちょっとした日常動作で容易に骨折したり

します。椎体骨折（背骨の俗にいう「圧迫骨折」）、

大腿骨頚部骨折、橈骨遠位端骨折（手首の骨折）な

どは、骨粗鬆症の患者さんに起こる代表的な骨折で

す。このような骨折を予防して健康寿命の延伸を図

ることが、骨粗鬆症治療の大きな目的です。

　   予防法として・・

　骨粗鬆症の予防法としては、カルシウムを十分に

摂る、ビタミン D、ビタミン K、リン、マグネシウ

ムを摂る、適量のタンパク質を摂る、禁煙し、アルコー

ルは控えめにする、運動、日光浴をするなどがあり

ますが、すでに骨粗鬆症になってしまった場合は薬

物治療が必要となることが少なくありません。人間

の体では、古くなった骨を壊して新しい骨を作ると

いうサイクルが常に働いており、治療薬には「骨の

破壊を抑える薬」と「骨の形成を促す薬」があります。       

　　

　

　　　　　　　　　　　　診療所でも検査

　　　　　　　　　　　　　出来ます！

　診療所では踵骨（かかとの骨）の骨密度を超音波

で測定できます。骨粗鬆症と診断した場合は、骨密

度、年齢、生活習慣、合併症などを詳しく調べてか

ら、患者さんに適した治療法を相談させていただき

ます。

ボキッ！

　　　　　　奥田　貢　　　　 ２，１０２，５５６歩

　　　　　　
山﨑　悟　　 　　１，３０６，５５２歩

　　　　　　
新家　百合子　 １，１１８，７５９歩

　　　　　

　

　　　　　　中家　早苗　　　１８９ポイント

　　　　　　
新家　百合子　 １７６ポイント

　　　　　　山﨑　悟　　　 　１７６ポイント

あいべイキイキポイント 
　

ランキング (７～９月）

01

02

03

01

02

02

歩 数 部 門

ポイント部門

・ 　骨粗鬆症

・ 　心のケア

・ 　あいべイキイキポイントランキング

家族や同僚の
サポートが不可欠

こ
う
な
る
前
に
！

　相手の話をじっくり聞きま

す。日常会話を交えながら、

時間をかけて相談に乗ること

が大切です。「やる気を出そう」

などのアドバイスはかえって

逆効果になることがあるので、

助言は控えて相手の話を聞く

ようにします。

聞き役に徹する

　相談を受けたら相手のペー

スに合わせて会話したり、作

業を見守ったりします。この

とき相手に気を遣わせず、で

きるだけ普段通りに接するこ

とが大切です。気を遣わせる

と症状が悪化することがあり

ます。

相手のペースに合わせる

考えを共感する

心配している
　　気持ちを示す

　相手の話をさえぎったり、

否定的な意見を述べたりしな

いようにしましょう。「なるほ

ど」や「そうだね」といった

相づちを入れ、話の中で間違

いや誤解があっても最後まで

聞き、受け入れることが大切

です。

　自分の意見を相手に押し付

けてはいけません。相手を尊

重し、温かく見守ることが大

切です。ただし、相手の事を

心配しているという気持ちや

姿勢を伝えるようにします。

自分を支えてくれる人が周囲

にいるという安心感を与える

ようにします。

　　の病気を患っている人は、自分が病気になって

　　いると気づいていないケースがあります。体の

異変に気づいていたとしても、治療していないこと

はめずらしくありません。

　しかし、心と体の変調は、行動やしぐさなどで読

み取ることが出来ます。例えばあいさつしても返事

がない、いつも疲れているように見える、否定的な

考えが目立つなど、病気の兆候と思われるサインを

発信しているのです。

　周囲の人は、こうしたサインを見逃さず、病気か

もしれないと思ったら手を差し伸べてあげることが

大切です。しかし、本人は病気であると自覚してお

らず、専門機関への受診を勧めても行きたがらない

ケースがあります。まずは積極的に声をかけ、親身

になって相談に乗りましょう。

　症状が重い場合は、周囲の人が相談を受けてただ

けで放置しておくと、さらに症状が悪化するかもし

れません。出来るだけ早めに専門家に相談するよう

にしましょう。

心

も し 相 談 を う け た ら

周囲の人が相談
にのってあげよう

心のケア
― 心の病気を抱えている人へ ―

うん
　うん

なるほど

ふーん だいじょうぶ？
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近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

総
務
企
画
部　

企
画
調
整
課　

林
政
推
進
係　

☎
０
６-

６
８
８
１-

３
４
０
６　

ま
で

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集  

の
ご
案
内

　

森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
様
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

対　
　

象

和
歌
山
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・
林
業
及
び
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
成
人
の
方

※
た
だ
し
一
部
対
象
者
は
除
か
れ
ま
す

応　

募　

締　

切

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日

詳　
　

細

募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
で
検
索

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

相
続
手
続
き
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
た
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
制
度
は
、
戸
籍
等
の
書
類
を
添
付
し
た
申
し
出
に
対
し
て
、

法
務
局
の
登
記
官
が
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
確
認
し
、
証
明

書
を
無
料
で
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

相
続
登
記
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
に
払
い
戻
し
等
、
相
続

手
続
全
般
で
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
詳
し
い
手
続
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度  

を
ご
存
知
で
す
か
？

和
歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門　

☎
０
７
３-

４
２
２-

５
１
３
１
（
代
表
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
に
関
す
る
相
談  

　

税
務
署
で
は
来
署
に
よ
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
事
前
予
約
制
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
来
署
に
よ
る
年
末
調
整
の
面
接
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
税
務
署
に
電
話
で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
下
さ
い
。

新
宮
税
務
署　

法
人
課
税
部
門　

源
泉
所
得
税
担
当　

☎
０
７
３
５-

２
２-

５
２
６
１
（
内
線
32
）

年
金
事
務
所

            
か
ら
の
お
知
ら
せ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
年

通
信  

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
働

い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
一
部
の
人（
※
）

を
除
き
、
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
※

厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組
合
加
入
者
、
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度  

納
付
猶
予
制
度  

　

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
・
大

学
院
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
一
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
平
成
28
年
6
月
以
前
の
期
間
は
、
30
歳
未
満
、
平
成
28
年

7
月
以
降
は
50
歳
未
満
が
納
付
執
行
猶
予
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

和
歌
山
県
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

紀
の
国
森
づ
く
り
税  

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ひ
き
こ
も
り
者
社
会
参
加
支
援
セ
ン
タ
ー

「
外
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
い
」「
誰
か
と
話
を
し
た
い
」

そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
居
場
所
」
で
す
。

利
用
対
象  

　

仕
事
や
学
校
に
行
け
て
お
ら
ず
、
か
つ
家
族
以
外
の
人
と
の
交
流

を
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
に
、
６
ヶ
月
以
上
続
け
て
自
宅
に
ひ
こ
こ
も
っ

て
い
る
状
態
の
方

対
象
年
齢  

開
所
時
間  

効
力
発
生
日  

15
歳
以
上
の
方　
　
　
　
　

無
料

月
～
金
曜
日　

9
時
30
分
～
17
時
30
分

　
　
　
　
　
　

※
居
場
所
の
利
用
時
間
は
13
時
～
17
時
で
す
。

　
　
　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
・
夏
期
・
年
末
年
始
は
お
休
み

和
歌
山
県
新
宮
市
木
の
川

169
‐
3

「
東
牟
婁
農
村
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
７
３
５
‐
３
１
‐
７
７
３
０

支
援
の
流
れ  

電
話
な
ど
で
予
約

体
験
利
用（
１
か
月
）

所
定
の
書
類
に
よ
る

手
続
き
を
す
る
。

利
用
を
開
始
。

生
活
力
を
身
に
つ
け

幅
広
い
視
野
が

も
て
る
よ
う
に
な
る

（
社
会
と
の
再
会
段
階
）

一
般
就
労
、
作
業
所
な
ど

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む

　

水
源
の
か
ん
養
、
県
土
の
保
全
等
の
公
益
的
機
能
を
有

す
る
森
林
か
ら
す
べ
て
の
県
民
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と

の
認
識
に
立
ち
、
森
林
を
県
民
の
財
産
と
し
て
守
り
育
て
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県

民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
森
林
環
境
の
保
全
及
び
森
林

と
共
生
す
る
文
化
の
創
造
に
関
す
る
施
策
に
要
す
る
経
費

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
県
民
税
の
均
等
割
の
超
過
課
税

を
行
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

個
人
及
び
法
人
の
県
民
税
均
等
割
の
納
税
者

税　
　
　

額

個
人　

五
百
円
（
均
等
割
に
加
算
）

法
人　

千
円
～
四
万
円
（
均
等
割
に
五
％
を
加
算
）

税　
　
　

額

個
人　

平
成
19
年
度
か
ら
令
和
3
年
度
ま
で
の
各
年
度

法
人　

平
成
19
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
の
間
に
開
始

　
　
　

す
る
事
業
年
度

使　
　
　

途

紀
の
国
森
づ
く
り
基
金
に
積
み
立
て
、
県
民
の
理
解
と
協

力
の
も
と
、
森
林
環
境
の
保
全
及
び
森
林
と
共
生
す
る
文

化
の
創
造
に
関
す
る
施
策
に
使
わ
れ
ま
す
。

和
歌
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

和
歌
山
県
で
は
、
健
康
や
出
産
等
で
離
職
し
た
女
性
、

定
年
退
職
し
た
方
、
都
会
で
働
く
人
に
県
内
で
再
び
働

い
て
い
た
だ
く
た
め
、
２
月
を
就
活
強
化
月
間
と
定
め

て
４
月
の
就
職
を
目
指
す
「
第
２
の
就
活
サ
イ
ク
ル
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
の
就
活
強
化
月
間
に
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
再
就
職
を
目
指
す
皆
さ
ま
、
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。「

和
歌
山
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

☎ 

０
７
３
‐
４
２
１
‐
８
０
８
０

FAX 

０
７
３
‐
４
２
４
‐
０
２
３
０

新
宮

会
場  対 

象 

者  場
所  

日
時  

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）
13
時
～
16
時

新
宮
市
役
所
庁
舎
別
館　

新
宮
市
春
日
一
‐
一

　
　
　
　
　
　

結
婚
や
出
産
等
で
離
職
し
た
女
性
、
定

年
退
職
さ
れ
た
方
、
県
外
か
ら
の
UI
タ
ー
ン
等
の
再
就

職
希
望
者
。

和
歌
山
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
最
低
賃
金  

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

詳
し
い
こ
と
は
、
和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
賃
金
室

（
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
５
２
）
又
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利 

用 

料  

最
低
賃
金  

時
間
額　

830
円

令
和
元
年
10
月
1
日
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じ
ゃ
ば
ら
の
里
の
収
穫
祭
１１

１７

11
月
17
日
、
お
く
と
ろ
公
園
に
お
い

て
「
第
11
回　

じ
ゃ
ば
ら
の
里
の
収

穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
村
内
外
か
ら
千
人

を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
会
場
は
大

賑
わ
い
で
し
た
。
屋
台
ブ
ー
ス
で
は
、

毎
年
一
番
人
気
の
北
山
村
食
生
活
改

善
推
進
委
員
さ
ん
達
に
よ
る
「
じ
ゃ

ば
ら
バ
ー
ガ
ー
」
は
今
年
は
午
前
・

午
後
と
２
回
に
分
け
て
販
売
し
ま
し

た
が
、
ど
ち
ら
と
も
大
行
列
と
な
り

即
売
り
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
「
じ
ゃ
ば
ラ
イ
ダ
ー

シ
ョ
ー
」
が
始
ま
る
と
、
ス
テ
ー
ジ

前
は
子
ど
も
た
ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

シ
ョ
ー
終
了
後
の
じ
ゃ
ば
ラ
イ
ダ
ー

と
の
記
念
撮
影
で
は
ラ
イ
ダ
ー
が
身

動
き
が
取
れ
な
い
ほ
ど
子
ど
も
た
ち

に
囲
ま
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
恒
例
の
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
見
事
当
た
っ
た
人

は
笑
顔
で
景
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
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広
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■
発

行
　

北
山

村
役

場
　

総
務

課
　

〒
647-1603　

和
歌

山
県

東
牟

婁
郡

北
山

村
大

沼
42

番
地

　
TEL：

0735-49-2331　
FAX：

0735-49-2207

村
の

人
口

１
月

１
日

現
在

　
 人

　
口

　
434

人
（

±
0）　

男
性

　
196

人
（

+
1）

　
 世

帯
数

　
265

戸
（

+
1）   女

性
　

238
人

（
-1）

　
 高

齢
化

率
　

44.7%
　

　
※

（
　

）
内

は
前

号
比

　
  ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

広報担
当の枠

　題名にも書かせていただいた通り、正月に５キロ太りしました。今年はどこに出かけることもなく

家でゆっくり過ごすことが多かったのですが、起きている間はずっとお腹いっぱいじゃないかと思わ

せるほど食べました（笑）最近は、ダイエットにはまっていて半年かけて 10 キロ減量したのですがそ

の頑張りを１週間足らずで半分も戻すという事態になりました。体重を落とすのはめちゃくちゃ苦労

するのに、なんで太るのはこんなにも一瞬なんだと、この気持ちに共感していただける人は多いと思

いますが、見事にそれを実現しました。しかし、このまま油断するとほんとに 10 キロまるまる太るこ

とになりそうなので、正月気分を忘れて一から頑張っていきたいと思います。たぶん、私と同じよう

に正月太りをされた方もいると思うので、正月気分もほどほどに一緒にがんばりましょう。

　また、最近は広報誌に手書きのイラストを少しずつ書くようにしています。健康講座のページのイ

ラストは今回全部自分で書きました。自分なりには結構上手に書けているつもりですが、どうでしょ

うか。これから少しずつ手書きのイラストを増やしていければいいなと思っています。

横に書いてある筏に乗っているじゃばライダーのイラストは筏だけ私が書いています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報担当　橋爪　大希）

正 月 太 り っ て 怖 い

北山村で村議会議員選挙が 11 月 26 日告示、12 月 1 日投開票で行われ、6 人の立候補者に対

して 5 人の選良が選ばれました。開票結果を見ますと、当選された方の得票数は最多 114 票、

最少 35 票。ちなみに落選された人の得票は 20 票でした。

 　これを見て、ある人が「わー、なんと、35 票で当選するんや。びっくり。」と言ってい

るのを聞きましたので、「いやいや、それは違うと思いますよ。この投票率を見てください。

90％近くあるではありませんか。村民みんなが自分達の代表として誰を選ぶか、ちゃんと考

えて村づくりをしているんだと思いますよ。人口が少ないのだから、投票の結果 35 票で当選

でもいいじゃありませんか。」と申しました。

　私は投票率の高さは、政治への関心の高さであり、それはある意味において、民度の高さ

を表していると思います。大都会の投票率の低さを知るにつけ、北山村の人々の爪の垢を煎

じて飲んでもらいたいとすら思います。一票の格差ばかりで、地域の代表を選ぶ権利さえ取

り上げようとする裁判所も少しはこういう現実も考慮に入れてほしいと思います。と偉そう

に言った所で、和歌山県でも、和歌山市、岩出市など選挙の投票率の低い地域もあることに

気がつきました。そういう地域の住民の皆さんとともに、知事としても反省をせねばならぬ

と思います。

和歌山県知事　仁坂吉伸

１２月に行われた村議会議員選挙を受けて、和歌山県のホームページにおいて知事からのメッセー

ジがありましたので、一部ご紹介させていただきます。

県知事の御言葉


